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更
新
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

る
。
化
学
プ
ラ
ン
ト
で
は
腐

食
・
摩
耗
対
策
を
強
化
し
、

自
動
車
分
野
で
は
設
備
や
金

型
の
長
寿
命
化
と
ラ
イ
ン
停

止
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
な
げ

る
。平

山
善
一
社
長
は
「
高
度

技
能
の
継
承
と
設
備
保
全
は

日
本
の
製
造
業
共
通
の
課

題
。
特
殊
電
極
の
特
殊
溶
接

・
表
面
改
質
技
術
と
当
社
グ

ル
ー
プ
の
現
場
改
善
、
人
材

育
成
、
Ｄ
Ｘ
を
融
合
し
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
基
盤
を
支

え
る
新
た
な
価
値
を
提
供
し

て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

部
品
再
生
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
や
成
果
報
酬
型
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
事
業
展

開
も
視
野
に
入
れ
る
。
教
育

か
ら
現
場
運
営
、
設
備
補
修

ま
で
を
一
貫
し
て
担
う
こ
と

で
、
労
働
集
約
型
か
ら
技
術

集
約
型
へ
の
転
換
を
図
る
考

え
だ
。

主
な
対
象
業
種
は
、
設
備

摩
耗
が
大
き
く
高
稼
働
率
が

求
め
ら
れ
る
製
鉄
・
非
鉄
金

属
、
化
学
・
素
材
プ
ラ
ン
ト
、

自
動
車
製
造
工
場
。
製
鉄
分

野
で
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
異
常
予
兆
の
把
握
と
肉
盛

補
修
を
組
み
合
わ
せ
、
設
備

題
と
な
っ
て
い
る
。

平
山
グ
ル
ー
プ
は
、
㈱
平

山
（
東
京
都
）
が
持
つ
Ｔ
Ｐ

Ｓ
（
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
）
を

ベ
ー
ス
と
し
た
現
場
改
善
や

工
程
分
析
、
人
材
育
成
・
供

給
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
特
殊
電

極
の
特
殊
溶
接
、
肉
盛
、
表

面
改
質
技
術
を
融
合
。
設
備

補
修
だ
け
で
な
く
、
保
全
体

制
の
構
築
や
生
産
プ
ロ
セ
ス

改
善
ま
で
を
一
体
で
提
供
す

る
体
制
を
目
指
す
。

今
後
は
現
場
人
材
と
高
度

保
全
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
熟
練
技
能
の
標
準

化
・
継
承
を
進
め
る
ほ
か
、

ル
を
構
築
し
、
製
造
業
の
イ

ン
フ
ラ
支
援
を
強
化
す
る
。

世
界
鉄
鋼
協
会（
Ｗ
Ｓ
Ａ
）

は
２
０
２
６
年
の
世
界
鋼
材

需
要
に
つ
い
て
、
中
東
情
勢

な
ど
の
影
響
で
伸
び
率
は
下

方
修
正
し
た
も
の
の
、
需
要

全
体
は
増
加
基
調
に
転
じ
る

と
予
測
し
て
い
る
。
一
方
、

日
本
で
は
原
材
料
価
格
の
高

止
ま
り
を
背
景
に
設
備
更
新

よ
り
も
長
寿
命
化
・
再
生
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お

り
、
高
度
な
保
全
技
能
を
持

つ
人
材
の
確
保
・
育
成
が
課

㈱
平
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
東
京
都
港
区
、
平
山
善

一
社
長
）
は
７
月
１７
日
、
特

殊
溶
接
・
設
備
保
全
を
手
掛

け
る
特
殊
電
極
㈱
（
兵
庫
県

加
古
川
市
、
西
川
誉
社
長
）

の
株
式
２６
・
２６
４０
％
を
取
得
し
、

持
分
法
適
用
関
連
会
社
化
し

た
。
製
造
現
場
の
改
善
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
人
材
育
成

・
供
給
と
、
特
殊
電
極
の
高

度
な
溶
接
・
肉
盛
技
術
を
組

み
合
わ
せ
、
設
備
保
全
か
ら

現
場
改
善
ま
で
一
貫
し
て
支

援
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
モ
デ

憾
換
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「E
3
E
N
G
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E
R

」
の

高
度
化
に
も
展
開
し
、
研
究

開
発
現
場
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
強
化
を
進
め
る
考

え
。

同
社
は
今
後
、
Ｔ
Ｒ
―
５５

で
得
ら
れ
た
技
術
や
知
見
を

Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
検
査
シ
ス

テ
ム
「
Ｔ
Ｒ
―
１
０
０
」

「
Ｔ
Ｒ
―
３
０
０
」
や
Ａ
Ｉ

異
常
検
知
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

照
明
構
成
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

オ
プ
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
構
成

を
選
択
で
き
、
価
格
は
個
別

見
積
も
り
対
応
。
実
サ
ン
プ

ル
を
用
い
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
に
も
応
じ
る
。

化
評
価
、
試
作
品
の
刻
印
や

微
細
形
状
の
確
認
、
大
学
・

研
究
機
関
で
の
研
究
・
教
育
、

画
像
処
理
や
機
械
学
習
向
け

デ
ー
タ
取
得
な
ど
幅
広
い
。

製
品
は
用
途
や
カ
メ
ラ
・

る
。
取
得
し
た
形
状
デ
ー
タ

は
３
Ｄ
モ
デ
ル
と
し
て
再
構

成
さ
れ
、
回
転
や
拡
大
表
示

を
行
い
な
が
ら
立
体
的
に
観

察
で
き
る
た
め
、
平
面
画
像

で
は
把
握
し
に
く
い
微
細
な

傷
や
刻
印
、
摩
耗
状
態
な
ど

の
確
認
が
可
能
と
な
る
。

操
作
ソ
フ
ト
に
は
Ｇ
Ｕ
Ｉ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「F

O

R
E
S
IG

H
T
S
T
E
R
E

O
V
ie
w
e
r

」
を
搭
載
し
、

撮
像
か
ら
表
示
、
保
存
ま
で

を
一
画
面
で
実
施
で
き
る
。

専
門
的
な
画
像
処
理
や
専
用

設
備
を
必
要
と
せ
ず
、
研
究

室
の
机
上
で
扱
え
る
操
作
性

も
特
徴
と
し
た
。

想
定
用
途
は
、
金
属
・
樹

脂
の
加
工
面
や
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
状
態
の
観
察
、
摩
耗
・
劣

メ
ラ
や
光
学
顕
微
鏡
で
は
、

素
材
本
来
の
色
と
照
明
に
よ

る
陰
影
が
混
在
し
、
色
の
違

い
と
形
状
の
違
い
を
判
別
し

に
く
い
課
題
が
あ
っ
た
。
一

方
、
表
面
形
状
を
取
得
で
き

る
専
用
測
定
装
置
は
高
価
な

ケ
ー
ス
が
多
く
、
日
常
的
な

研
究
用
途
で
は
導
入
し
づ
ら

い
こ
と
か
ら
、
机
上
で
手
軽

に
利
用
で
き
る
装
置
と
し
て

開
発
し
た
。

試
料
を
設
置
し
て
撮
像
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
ラ
イ

ブ
画
像
に
加
え
、
色
情
報
の

み
を
抽
出
し
た「2

D
T
e
x

tu
re

」
、
凹
凸
情
報
の
み

を
復
元
し
た
「3

D
S
u
rfa

c
e

」
、
面
の
向
き
を
可
視

化
し
た
「S

u
rface

N
o
r

m
al

」
を
同
時
に
取
得
で
き

面
の
「
色
（
テ
ク
ス
チ
ャ
）
」

と
「
形
（
凹
凸
）
」
を
分
離

し
て
取
得
で
き
る
ほ
か
、
三

次
元
モ
デ
ル
と
し
て
再
構
成

し
、
任
意
の
視
点
か
ら
観
察

で
き
る
機
能
を
搭
載
し
た
。

材
料
開
発
や
表
面
処
理
、
機

械
加
工
、
電
子
部
品
実
装
な

ど
の
研
究
用
途
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
。

◇

Ｔ
Ｒ
―
５５
は
、
フ
ォ
ト
メ

ト
リ
ッ
ク
ス
テ
レ
オ
技
術
を

独
自
に
発
展
さ
せ
た
画
像
処

理
技
術
を
採
用
。
従
来
の
カ

「
Ｔ
Ｒ
―
５５
」
の
提
供
を
開

始
し
た
。
独
自
の
３
Ｄ
画
像

化
技
術
「F

O
R
E
S
IG

H

T
S
T
E
R
E
O

」
を
採
用

し
、
１
回
の
撮
像
で
試
料
表

㈱T
O
M
O
M
I
R
E
S

E
A
R
C
H

（
神
奈
川
県
藤

沢
市
、
佐
藤
友
美
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
研
究
開
発

向
け
表
面
３
Ｄ
観
察
装
置

ＴＲ−５５

内田佳菜子社長

そ
の
実
践
と
し
て
、
「
楽

し
い
会
社
づ
く
り
」
に
も
力

を
注
ぐ
。
自
社
倉
庫
で
は
ピ

ッ
キ
ン
グ
作
業
の
省
力
化
を

目
的
に
自
律
走
行
搬
送
ロ
ボ

ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
を
２
０
２

４
年
よ
り
導
入
し
て
お
り
、

見
学
者
も
多
い
。
今
後
は
社

員
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
名
前
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
を
考
え
る

な
ど
、
遊
び
心
を
取
り
入
れ

な
が
ら
会
社
の
個
性
と
現
場

の
主
体
性
を
高
め
る
考
え

だ
。朝

礼
で
は
社
員
主
体
に
よ

る
心
理
テ
ス
ト
や
ク
イ
ズ
を

取
り
入
れ
る
ほ
か
、
自
分
と

相
手
の
双
方
を
尊
重
し
な
が

ら
率
直
に
意
見
を
伝
え
る

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
考
え
方
も

導
入
。
社
員
同
士
が
自
由
に

意
見
を
交
わ
せ
る
風
土
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

創
立
６０
周
年
を
機
に
、
専

門
商
社
と
し
て
の
機
能
強
化

と
人
材
育
成
を
両
輪
に
据

え
、
「
人
間
力
」
を
競
争
力

と
す
る
企
業
づ
く
り
を
加
速

さ
せ
る
考
え
だ
。

た
一
方
、
「
相
談
で
き
る
相

手
」
に
は
な
ら
な
い
と
指
摘

す
る
。
「
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
人

間
な
ら
で
は
の
温
度
感
を
持

ち
、
商
社
の
価
値
と
は
何
か

を
考
え
続
け
た
い
。
社
員
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
語

り
、
対
話
力
や
提
案
力
を
重

視
す
る
方
針
を
掲
げ
た
。

顧
客
や
仕
入
先
か
ら
「
選
ば

れ
る
会
社
」と
な
る
こ
と
だ
。

「
多
く
の
選
択
肢
が
あ
る
中

で
、
会
社
を
選
ん
で
も
ら
え

る
理
由
は
人
に
あ
る
」と
し
、

商
社
の
付
加
価
値
は
人
間
力

に
あ
る
と
強
調
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は

商
品
調
達
に
お
け
る
「
自
分

で
選
ぶ
こ
と
」
を
容
易
に
し

し
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な

っ
た
。
２
０
１
６
年
に
は
本

社
を
上
尾
市
か
ら
現
在
の
伊

奈
町
へ
移
転
し
、
新
社
屋
を

建
設
。
グ
ル
ー
プ
方
針
の
も

と
で
人
材
の
入
れ
替
わ
り
な

ど
大
き
な
組
織
改
革
を
進
め

て
き
た
。
当
時
入
社
し
た
社

員
も
１０
年
目
を
迎
え
、
現
在

で
は
中
核
人
材
と
し
て
会
社

を
支
え
る
存
在
へ
と
成
長
し

て
い
る
。

今
後
は
、
ね
じ
商
社
と
し

て
培
っ
て
き
た
基
盤
に
加

え
、
シ
マ
キ
ュ
ウ
グ
ル
ー
プ

が
展
開
す
る
産
業
用
高
圧
ガ

ス
や
機
械
工
具
を
成
長
分
野

と
位
置
付
け
る
。
機
械
工
具

は
ね
じ
・
高
圧
ガ
ス
販
売
と

の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
始
め

て
お
り
、
さ
ら
な
る
拡
販
を

進
め
る
方
針
だ
。
一
方
で
、

ね
じ
と
高
圧
ガ
ス
は
い
ず
れ

も
技
術
営
業
と
し
て
の
専
門

知
識
が
求
め
ら
れ
る
商
材
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
商
材
の

知
識
を
持
つ
営
業
人
材
の
育

成
を
課
題
に
掲
げ
る
。

内
田
社
長
が
次
の
成
長
と

し
て
目
指
す
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
で
、

し
な
が
ら
〝
楽
し
い
会
社
〟

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
り
、
社
員
と
と
も
に
歩
む

経
営
姿
勢
を
示
し
た
。

同
社
は
２
０
１
３
年
に
産

業
資
材
商
社
の
㈱
シ
マ
キ
ュ

ウ
（
新
潟
県
）
と
資
本
提
携

支
え
ら
れ
て
き
た
。
仕
事
に

誇
り
を
持
ち
、
一
緒
に
成
長

員
参
加
の
記
念
動
画
を
上

映
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
つ
な
ぐ
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
節
目
に
ふ
さ

わ
し
い
一
体
感
を
演
出
し

た
。内

田
社
長
は
「
１９
歳
で
入

社
し
て
２７
年
に
な
る
。
未
熟

な
部
分
も
あ
る
が
、
社
員
に

会
場
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
㈱
シ
マ
キ
ュ
ウ
の
島
田

隆
昭
社
長
（
ト
ウ
ヨ
ー
ネ
ジ

会
長
）
、
島
田
大
希
専
務

（
同
社
外
取
締
役
）
、
内
田

社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

し
、
社
員
の
日
頃
の
努
力
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。
ま
た
、
内
田

社
長
が
自
ら
制
作
し
た
全
社

倉庫のＡＭＲにキャラクター設定をした

㈱
ト
ウ
ヨ
ー
ネ
ジ
（
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
、
内
田
佳
菜
子
社
長
）
は
６
月
１
日

に
創
立
６０
周
年
を
迎
え
た
。
５
月

６０

２３
日
に
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
社
員
向
け
の
創
立

６０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
、
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
次
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ

向
け
た
方
向
性
を
共
有
し
た
。

創立６０周年記念パーティで
（前列中央から右に島田会長、内田社長、島田取締役）

を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
必

要
十
分
な
性
能
へ
最
適
化
す

る
こ
と
で
価
格
を
従
来
比
２６

％
引
き
下
げ
た
。
首
元
の
直

接
冷
却
と
送
風
を
組
み
合
わ

せ
、
空
調
管
理
が
難
し
い
現

場
で
の
熱
中
症
対
策
を
支
援

す
る
。

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ａ
Ｑ

Ｕ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
は
水
だ

け
で
冷
却
効
果
を
得
る
気
化

熱
方
式
を
採
用
。
電
源
や
バ

ッ
テ
リ
ー
が
不
要
な
た
め
、

電
気
機
器
の
持
ち
込
み
が
制

限
さ
れ
る
現
場
で
も
利
用
で

き
る
。

近
年
は
製
造
現
場
の
人
手

不
足
や
高
齢
化
に
加
え
、
熱

中
症
対
策
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
身
体
負
担
の
軽

減
と
作
業
環
境
改
善
を
目
的

と
し
た
ア
シ
ス
ト
機
器
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
イ

ノ
フ
ィ
ス
に
よ
る
と
、
「
マ

ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」
シ
リ
ー
ズ

の
累
計
出
荷
台
数
は
２
０
２

６
年
４
月
末
時
点
で
４
万
台

を
突
破
し
て
お
り
、
製
造
業

を
は
じ
め
物
流
、
建
設
、
農

業
、
介
護
な
ど
幅
広
い
業
種

で
導
入
が
拡
大
し
て
い
る
。

ー
ツ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

２
」
を
保
全
・
運
搬
業
務

の
担
当
者
全
員
に
導
入
し
、

他
部
門
に
も
希
望
者
を
募
っ

て
配
備
を
拡
大
し
た
。

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ

Ｅ

ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
は
圧
縮
空
気
で
駆

動
す
る
人
工
筋
肉
を
採
用

し
、
電
源
不
要
で
最
大
２５
・

５
㌔
㌘
重
の
補
助
力
を
発
揮

す
る
。
重
量
３
・
８
㌔
㌘
の

軽
量
設
計
で
、
製
造
業
の
ほ

か
物
流
、
建
設
、
農
業
、
介

護
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー

ツ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

２
」
は
２
０
２
６
年
モ
デ
ル

と
し
て
ペ
ル
チ
ェ
デ
バ
イ
ス

の
配
置
を
見
直
し
、
作
業
性

る
と
い
う
。

暑
熱
対
策
で
は
、
製
造
ラ

イ
ン
で
は
扇
風
機
や
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
活
用
し
て
い

る
も
の
の
、
工
場
内
を
移
動

す
る
保
全
業
務
や
運
搬
業
務

で
は
十
分
な
効
果
を
得
ら
れ

な
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
首
元
の
ペ
ル
チ

ェ
素
子
と
送
風
フ
ァ
ン
を
組

み
合
わ
せ
た
「
マ
ッ
ス
ル
ス

２
」
２８
着
、
「
マ
ッ
ス
ル

ス
ー
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
」
１
着
。
長
久
手
工
場
で

は
２５
㌔
㌘
の
重
量
物
を
繰
り

返
し
取
り
扱
う
工
程
が
あ

り
、
従
業
員
の
腰
へ
の
負
担

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

美
和
工
業
で
は
従
業
員
の

高
齢
化
を
背
景
に
安
全
確
保

と
作
業
環
境
改
善
を
継
続
的

に
進
め
て
お
り
、
「
マ
ッ
ス

ル
ス
ー
ツ

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
の

導
入
後
は
「
作
業
が
非
常
に

楽
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
現

場
の
評
価
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ト
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

２
」「
マ

ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
を
導
入
し
た
。

製
造
現
場
で
課
題
と
な
る
重

量
物
作
業
の
負
担
軽
減
と
暑

熱
対
策
を
支
援
し
、
高
齢
化

が
進
む
現
場
の
作
業
環
境
改

善
に
つ
な
げ
る
。

◇

導
入
し
た
の
は
、
２
０
２

６
年
２
月
に
「
マ
ッ
ス
ル
ス

ー
ツ

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
１
台
、

同
年
６
月
に
「
マ
ッ
ス
ル
ス

ー
ツ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

㈱
イ
ノ
フ
ィ
ス
（
東
京
都

八
王
子
市
、
乙
川
直
隆
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
自
動
車

用
ゴ
ム
製
部
品
を
製
造
す
る

美
和
工
業
㈱
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
の
長
久
手
工
場
に
、

腰
部
負
担
軽
減
用
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
と
冷
却
ベ
ス

マッスルスーツＣＯＯＬＶＥＳＴ２

マッスルスーツＡＱＵＡＶＥＳＴ

美
和
工
業
で

ル
ク
３
Ｎ
・ｍ
、
回
転
数
３
２

０
ｒ
ｐ
ｍ
を
実
現
し
、
締
結
・

取
り
外
し
作
業
を
効
率
化
す

る
。
手
動
で
は
最
大
６０
Ｎ
・

ｍ
の
ト
ル
ク
に
対
応
し
、
電

動
と
手
動
を
使
い
分
け
ら
れ

る
点
も
特
徴
。
ブ
ラ
シ
レ
ス

モ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
耐
久

性
や
安
定
し
た
駆
動
性
能
を

高
め
た
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
正
転
・
逆

転
を
切
り
替
え
ら
れ
る
ほ

か
、
先
端
部
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
搭
載
し
、
暗
所
で
の

作
業
性
を
向
上
。
約
１０
秒
間

の
残
照
機
能
も
備
え
る
。
電

源
に
は
容
量
１
８
０
０
ｍ
Ａ

ｈ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
を
採
用
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

表
示
で
充
電
残
量
を
確
認
で

き
る
。

付
属
品
は
ソ
ケ
ッ
ト
９

個
、
ビ
ッ
ト
１８
本
、
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
バ
ー
２
本
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
な

ど
。
収
納
ケ
ー
ス
も
同
梱

し
、
多
様
な
締
結
作
業
に
対

応
す
る
。

電
動
工
具
ブ
ラ
ン
ド
「Y

aco
o
d
a

（
ヤ
ク
ー
ダ
）
」

を
展
開
す
るH

A
G
O
O
G

I

㈱
（
ハ
ゴ
オ
ギ
、
滋
賀
県
大

津
市
）
は
７
月
８
日
、
電
動

ラ
チ
ェ
ッ
ト
レ
ン
チ
と
電
動

ド
ラ
イ
バ
ー
の
機
能
を
１
台

に
集
約
し
た
コ
ー
ド
レ
ス
電

動
工
具
「
電
動
ラ
チ
ェ
ッ
ト

レ
ン
チ
」
を
発
売
し
た
。
３

／
８
イ
ン
チ
（
９
・
５
㍉
）

ソ
ケ
ッ
ト
と
１
／
４
イ
ン
チ

（
６
・
３５
㍉
）
ビ
ッ
ト
の
双

方
に
対
応
し
、
ボ
ル
ト
・
ナ

ッ
ト
の
締
結
か
ら
ね
じ
締
め

ま
で
１
台
で
行
え
る
。

同
製
品
は
、
最
大
電
動
ト

個性伸ばし選ばれる会社に
トウヨーネジが６０周年で次の成長へ

〝
Ａ
Ｉ
に
な
い
温
度
感
を
商
社
に
〟

新新
商
材
の
販
売
拡
大

新
商
材
の
販
売
拡
大
をを

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

ラチェット兼ドライバーの
コードレス電動工具

ヤクーダ

T
O
M
O
M
I
R
E
S
E
A
R
C
H

研
究
開
発
の
現
場
向
け

表
面
3
D
観
察
装
置

特殊電極を子会社化

平
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

製造業のインフラ支援強化

イ
ノ
フ
ィ
ス

負
担
軽
減
と
暑
熱
対
策
で

ママ
ッッ
スス
ルル
スス
ーー
ツツ
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事事
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